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A：論文投稿時、最新の診断基準は 2007 年度版で、2013 年度版は発表されていなかっ
た。2007 年のガイドラインでは、今回対象とした中等症急性胆管炎の診断基準が曖昧
で、急性胆管炎の診断時に重症度分類ができないという問題があり、診断基準が明確で
ある 2005 年度の診断基準を用いた。 
Q：重症急性胆管炎でのドレナージ方法についてはどのように考えているか。 
A：今回の検討から内視鏡的経鼻胆管ドレナージと内視鏡的胆管ステンティングのドレナ
ージ効果は同等と考えているが、重症例では菌血症を合併していることが多く、培養検
査の必要性が増すことから、胆汁採取を繰り返し行える内視鏡的経鼻胆管ドレナージが
有用になる場面も多いと考えている。 
 
以上のことより、本論文は学位論文に値すると評価された。
 
